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・河川整備計画の進捗点検について
・・・・・・・・・・・・・・・資料－６

４．その他
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資料－１

紀 の 川 流 域 懇 談 会

設 立 趣 旨

平成９年の河川法改正に伴い、河川管理者である国土交
通省は「河川整備基本方針」ならびに「河川整備計画」の
策定を進めてきました。

紀の川水系では、学識経験者で構成される「紀の川流域
委員会」において、関係機関や関係住民からの意見をいた
だきながら、今後３０年間の具体的な河川整備の内容を示
す「紀の川水系河川整備計画」を平成２４年１２月５日に
策定しました。

今回、紀の川水系河川整備計画に基づく事業の進捗状況
や点検結果について意見をいただき、また、紀の川水系河
川整備計画の変更を行う必要が生じた場合に、河川管理者
が示す変更原案について意見をいただくことを目的とし、
「紀の川流域懇談会」を設置します。
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紀の川流域懇談会規約（案）

（趣旨）
第１条 本規約は、「紀の川流域懇談会」（以下「懇談会」という）の設置について、

必要な事項を定めるものである。

（目的）
第２条 懇談会は、近畿地方整備局長（以下「整備局長」という）が設置し、次の事項

について意見を述べるものとする。
１) 河川管理者が実施する紀の川水系河川整備計画（国管理区間）（以下「河川

整備計画」という）に基づく事業の進捗状況や点検結果について意見を述べる
こと。

２) 河川整備計画の変更を行う必要が生じた場合に、河川管理者が示す変更原案
について意見を述べること。

（組織等）
第３条 懇談会の委員は、整備局長が委嘱する。

２．委員の任期は、３年とし、再任を妨げない。
３．上記第２条２）河川整備計画の変更を行う必要が生じた場合は、委員を追加す

る。なお、追加された委員の任期末は、他の委員と同じとする。

（座長）
第４条 懇談会には座長及び副座長を置く。

２．座長は、委員の互選により選任する。
３．座長は、会務を総括し、懇談会を代表する。
４．座長は、副座長を委員の中から指名する。
５．座長に事故がある時は、副座長がその職務を代行する。

（運営）
第５条 懇談会は、座長が招集する。

２．懇談会は、委員の過半数の出席をもって成立する。なお、委員の代理出席は認
めない。

３．懇談会において意志決定する必要が生じた場合は、出席委員の過半数をもって
決定する。なお、少数意見があればこれを付す。

４．懇談会は、必要に応じて専門的な知識を有する方に意見を聴くことができる。

（情報公開）
第６条 懇談会は、原則として公開とし、情報公開の方法については懇談会で定める。

２．事務局は、前項で定められた内容について、必要な措置を講ずる。

（事務局）
第７条 懇談会の事務局は、近畿地方整備局和歌山河川国道事務所におく。

（規約の改正）
第８条 本規約の改正は、委員総数の３分の２以上の同意を得てこれを行う。

（その他）
第９条 本規約に定めるもののほか、懇談会の運営に関し必要な事項は、座長が懇談会

に諮って定める。

（付則）
この規約は、平成 年 月 日から施行する。
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(H25.12.5)
資料－４

紀の川流域懇談会 情報公開方法（案）について

紀の川流域懇談会の情報公開方法を下記に示す。これに定めのない事項につ

いては、懇談会で定める。

（会議の開催案内）

・会議開催の案内は、報道機関に対して情報提供を行うほか、和歌山河川国

道事務所のホームページに掲載する。

（会議の傍聴）

・傍聴対象者は、制限を設けないことを原則とする。

・可能な限り、希望者全員が傍聴できるようにするが、会場に入りきれない

場合は先着順とする。

（会議資料等の公開）

・会議資料については、公開を原則とする。

・会議資料及び議事録については、和歌山河川国道事務所のホームページに

掲載する。

・会議資料において、貴重種の生息場所等が特定できる資料等、公開するこ

とが適切でない資料については公開しない。

・議事録について、委員の名前が入った議事録を公開する。

・議事録の内容については、会議開催後、出席委員に確認を行い、速やかに

公表を行う。

（記者会見）

・会議終了後の記者会見は行わないが、座長が必要と認める場合は、この限

りではない。

・記者会見を行う場合は、一般傍聴者も傍聴できるものとする。

（その他）

・審議中における一般傍聴者の発言は、認めない。

・なお、審議終了後の発言機会の取扱については、座長の判断による。



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 

紀の川水系河川整備計画の概要 

国土交通省 近畿地方整備局 
和歌山河川国道事務所 

第１回紀の川流域懇談会 

（H25.12.5） 

資料－５ 
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紀の川水系の概要 
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紀の川流域の概要(1) 

  大台ケ原から始まる長さ136km、広さ（流域面積）1,750km2の一級河川です。 

大台ヶ原 

長さ：１３６㎞ 

項　目 諸　元 備　考

和歌山県
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、高野
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奈良県
（３市４町４村）

五條市
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、吉野
よしの

町、高取町
たかとり

、東吉野村
ひがしよしの

、黒滝村
くろたき

、川上村
かわかみ

、天川
てんかわ

村

流域市町
（８市８町４村）
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▲ 紀の川流域の年降水量 
（平成13～22年の平均値） 

 ・流域年平均降水量は約1,600mmで全国平均（約1,600mm）  

  と同じであるが、上流域では約2,100mmと日本有数の多雨 

  地域です。 

 

 ・紀伊半島は、太平洋に面しているため、台風の影響を受け 

 やすく、特に源流の大台ヶ原一帯では南の湿った風の影響 

 を受け、雨が多く、大きな洪水が発生しやすい。 

▲ 流域市町村産業就労人口 
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・中流部～下流部：農業が中心、主要農産物の米麦の他、
たまねぎ、みかん、かき等の生産が盛んです。 

 

・下流部（和歌山市周辺の臨海工業地帯）：重化学工業を含
む商工業地帯で、鉄鋼、化学、織物工業が盛んです。 

 

・流域内産業就労人口は、 

 第一次産業：約8％、第二次産業：約26％、三次産業：約
66％（平成17年）となっています。 

 

・近年は、上流部の過疎化や高齢化、農林水産業の低迷、
下流部の重化学工業の伸び悩み等による活力不足など
の問題を抱えています。 

降雨特性 

紀の川流域の概要(2) 

主な産業 
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主な洪水被害 

昭和28年9月洪水 

（台風13号） 

南海橋の被害状況 

平成9年7月洪水 

（台風9号） 

昭和57年8月洪水 

（台風10号・台風9号から 

かわった低気圧） 

直川地区の浸水状況（内水） 

流失した竜門橋 

のうがわ 

りゅうもんばし 

▲ 既往の主要洪水 

紀の川流域の概要(3) 

発生年月日 発生原因 被  害  状  況 

大宝 元年 8月 21日 
暴風雨 

続日本紀に「8月21日三河、遠江、･･･、国防、紀伊、讃岐、伊ニ大風アリ、昼
ヲ発キ稼ヲ損フ」とある。 （ 70 1 年 ） 

大正   元年 9月 23日 暴風雨 死傷者23名、家屋全半壊252戸 

大正 6年 9月 30日 暴風雨 家屋浸水2,900戸 

昭和    9年 9月 21日 室戸台風 死傷者76名、家屋全半壊1,428戸、家屋流出4戸、家屋浸水600戸 

昭和  25年 9月  3日 ジェーン台風 死傷者1,894名、家屋全半壊13,820戸、床上浸水2,309戸、床下浸水9,323戸 

昭和  27年 7月 10日 前線・低気圧 死傷者32人、家屋全半壊142戸、床上浸水256戸、床下浸水6,260戸 

昭和  28年 7月 18日 前 線 
死傷者981人、家屋全半壊1,327戸、床上浸水2,103戸、床下浸水8,165戸(那
賀郡と伊都郡の合計) 

昭和 28年 9月 25日 台風 13 号 死傷者91人、家屋全半壊1,546戸、床上浸水4,035戸、床下浸水7,473戸 

昭和 31年 9月 26日 台風 15 号 死傷者5人、家屋全半壊44戸、床上浸水1,158戸、床下浸水9,292戸 

昭和 34年   9月 26日 伊勢湾台風 死傷者71人、家屋全半壊347戸、床上浸水3,180戸、床下浸水1,917戸 

昭和 36年  10月 28日 前 線 家屋全半壊1戸、床上浸水28戸、床下浸水170戸 

昭和  40年 9月 17日 台風 24 号 床上浸水398戸、床下浸水3,588戸 

昭和  47年 9月 17日 台風 20 号 床上浸水22戸、床下浸水2,362戸 

昭和  57年 8月  2日 
台風10号及び台風 

9号からかわった 

低気圧 

床上浸水91戸、床下浸水1,458戸 

平成  2年 9月 20日 台風 19 号 家屋全半壊8戸、床上浸水98戸、床下浸水202戸 

平成  6年 9月 30日 台風 26 号 床下浸水7戸 

平成  9年 7月 26日 台風 9 号 床上浸水2戸、床下浸水9戸 

平成 23年 9月 3日 台風 12 号 浸水被害103戸、浸水面積148.4ha 

平成 25年 9月 16日 台風 18 号 床上浸水69戸、床下浸水214戸 

 

大川橋より下流の状況 
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▲ 丸栖地区の浸水状況 

平成23年9月（台風12号） 

▲ 丸栖地区の浸水状況 

紀の川流域の概要(4) 

平成25年9月（台風18号） 
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紀の川河川整備計画 
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紀の川の川づくりの目標 

計画対象区間及び計画対象期間 

対象区間：国管理区間 

【紀の川】 62.4km 【貴志川】 6.0km 【大滝ダム管理区間】 18.3km 

対象期間：おおむね30年間 

  大滝ダム管理区間 

18.3km 

 貴志川6.0km 

紀の川：62.4km 
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  紀の川は、堤防の未整備箇所（６箇所）
や狭窄部 （岩出、藤崎、小田）が点在して
おり、河道の断面が小さいことから流下能
力が不足しており、紀の川本川が氾濫し、
浸水被害が発生する危険性がある。 

▲ 現況流下能力
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　 ： 狭窄部： 現況流下能力
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小田頭首工

治水・防災 

▲ 現況流下能力 

現状と課題 

岩出頭首工

春日川

JR岩出橋梁

貴志川
紀の川

岩出頭首工

春日川

JR岩出橋梁

貴志川
紀の川

整備の目標 

 紀の川水系河川整備計画では、過去の水害の発生状況、人口や資産の状況、現在の河道整備状況、土地利用状況などを
総合的に勘案して、治水安全度の上下流バランスを図りながら段階的な整備を実施することにより、戦後最大洪水による災害の
防止及び被害の軽減を図ることを目標とします。 

治水対策の基本的な考え方 

  紀の川では、過去に多く被害をもたらした洪水と同規模の洪水が襲来した場合には、甚大な被害の発生が予想されています。 
  一方、東日本大震災での教訓を踏まえた、地震・津波への対応が喫緊の課題となっています。 
  紀の川の治水対策は、戦後最大洪水（昭和34年 9月洪水）を対象として、洪水を安全に流す取り組み、地震・津波対策、危機
管理対策などの十分な検討を図り、関係機関と連携・調整の上、総合的な治水対策を推進します。 

▲ 岩出頭首工上流の土砂堆積状況 

●河道の整備状況 
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  河道整備については、現状の流下能力、上下流バランス、人口や資産状況、土地利用状況などを勘案し、段階的な治水効果 

の発現を図りながら堤防整備、河道掘削、狭窄部対策などを実施し、浸水被害等の軽減を図ります。 

治水・防災 

 

▲ 河道整備の整備箇所 

実施 
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距離標

（m3/s） 右岸流下能力

左岸流下能力

岩出頭首工
藤崎頭首工

小田頭首工

凡例

　 　： 堤防未整備箇所

　： 河道掘削

　： 樹木伐採

　： 現況流下能力

　： 整備計画完了後

　： 狭窄部

岩出狭窄部 藤崎狭窄部 小田狭窄部

上野 二見

慈尊院地区 橋本地区

野原西

九度山

慈尊院

麻生津

慈尊院地区

橋本地区
岩出狭窄部

藤崎狭窄部 小田狭窄部

戦後最大洪水（S34.9洪水）

戦後最大洪水（S34.9洪水）

▼ 整備計画完了時の流下能力 

▲ 河道整備の整備箇所 

県名 施工の場所 整備延長(km)

紀の川市麻生津中 左岸 31.2k+ 30m～31.8k+140m 0.7

伊都郡九度山町慈尊院 左岸 40.8k+140m～43.2k+100m 2.1

伊都郡九度山町九度山 左岸 44.2k+ 70m～45.4k+ 25m 1.1

五條市上野町 右岸 56.2k     ～56.8k+215m 0.8

五條市二見 右岸 57.0K+140m～58.8k+100m 1.7

五條市野原西 左岸 58.4k+360m～59.6k 1.0

距 離 標

和歌山県

奈良県

▲ 堤防整備箇所 

▲ 河道掘削箇所 

県名 箇所名 施工の場所

慈尊院地区 伊都郡九度山町慈尊院

橋本地区 橋本市市脇
和歌山県

▲ 狭窄部箇所 

県名 箇所名

岩出狭窄部 16.9k 岩出市船戸

藤崎狭窄部 29.2k 紀の川市藤崎

小田狭窄部 44.6k 橋本市高野口町小田

狭窄部位置

和歌山県

●河道の整備 
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8,000,000m3堆砂容量

31,000,000m3
水道用水及び
工業用水容量

第一期(6月16日～8月15日)：45,000千m3

第二期(8月16日～10月15日)：61,000千m3
洪水調節容量

84,000,000m3総貯水容量

100mダムの高さ

EL．326.0mダム上端標高

重力式コンクリートダム形式

奈良県吉野郡川上村大字大滝地先場 所

紀の川水系紀の川河川名

8,000,000m3堆砂容量

31,000,000m3
水道用水及び
工業用水容量

第一期(6月16日～8月15日)：45,000千m3

第二期(8月16日～10月15日)：61,000千m3
洪水調節容量

84,000,000m3総貯水容量

100mダムの高さ

EL．326.0mダム上端標高

重力式コンクリートダム形式

奈良県吉野郡川上村大字大滝地先場 所

紀の川水系紀の川河川名

▲ 大滝ダムの概要

治水・防災 

●洪水調節施設の整備 
  

  大滝ダムの操作は、下流の河道整備状況から洪水時の最大放流量は当面1,200m3/s放流としますが、下流の河道整備状況 
などに応じて洪水時に最大2,500m3/s放流まで順次変更するものとします。 

  

  

▲ 大滝ダムの概要 
▲ 大滝ダム 

実施 
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治水・防災 

  橋本川や七瀬川などの支川では、合流部や支川の流下
能力が不足しているため、近年大きな浸水被害が発生して
います。 
  このため、支川の県管理区間の改修と一体的に支川対
策を実施しています。 

▲ 橋本川の浸水被害状況
　（平成７年７月）

紀の川との合流部の 

川幅が狭いため 

浸水被害が発生します。 

紀の川との合流部の 

川幅を広げることで 

洪水を流れやすくします。 

現状と課題 実施 

 橋本川については、改修工事も終わり、和歌山県に引き継
ぎ完了しております。  
 七瀬川の対策について、鴨井樋門の改築等の合流点処理
を支川改修と連携しつつ、対策を実施する。 
  その他の支川対策についても、必要が生じた場合には、対
策を実施します。 

▲ 現在の七瀬川の工事状況 

紀の川 

橋本川 

▲ 現在の橋本川の状況 

七瀬川 

●支川対策 ●支川対策 



現状と課題 実施 

  堤防の浸透に対する詳細点検結果に基づき、すべり破壊、
パイピング破壊、盤ぶくれ破壊に対する安全性が不足する箇
所について、堤防の危険度や背後地の状況を踏まえ、堤防強
化対策を順次実施します。 

  堤防は、川を掘削した土砂などを利用してこれまで築いて
きました。そのため、堤防が整備されている箇所でも、必ずし
も安全性を確保しているとはいえないため、点検を実施し、必
要な箇所については、堤防強化対策をする必要があります。 

 
 

▲ 堤防整備状況図（平成23年3月時点） 

▲ 堤防浸透対策箇所位置図 

▲貴志川漏水被害(H24.6) ▲ 貴志川対策標準断面図 

治水・防災 

●堤防の安全性 ●堤防の安全性の確保 

貴志川 

13 



14 

治水・防災 

現状と課題 実施 

●堤防、堰、樋門の耐震対策 

  堤防、堰、樋門については、「河川構造物の耐震性能照査
指針（案）」の照査結果に基づき、レベル２地震動に対応した
耐震対策を実施します。 
  特に、河口から紀の川大堰までの区間は、地震後に津波
の遡上が想定されることから、早急に対策を実施します。 

●津波対策 

  東海・東南海・南海地震等に備え、堤防、堰、樋門の河川
管理施設が紀の川を遡上する津波を防御できるよう施設の
補強、遠隔操作システムの充実など必要な対策を講じます。 

●地震 

  中央防災会議の報告によると、今後30年以内に南海地
震については60%、東南海地震については70%、東海地震に
ついては87%の確率で発生すると予測されています。 

●津波 

  既往の最大地震である安政南海地震が発生した場合に
想定される津波は、概ね紀の川大堰まで遡上し、河川敷よ
り約0.5～1.5mの高さまで達すると想定しています。今後は、
東日本大震災を鑑み、さらなる規模の地震に対する検討が
急務となっています。 

▲ 紀の川において想定される最大津波高
　（安政南海地震）

紀の川

▲ 紀の川において想定される最大津波高 
          （安政南海地震） 

●津波発生時の情報の収集・提供 

  津波警報のための警報装置及び河川監視カメラ
（CCTV）を設置するとともに、関係機関とも連携して、津波
情報を迅速に収集しながら、河川利用者等に対して迅速な
伝達を図り避難啓発に努めます。 

▲ 河川監視カメラの設置状況
　（右岸岩出橋付近）▲ 河川監視カメラ 
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●河川水の利用 

利水 

紀伊平野
猿谷ダム

新宮川水系
（熊野川）

大迫ダム

津風呂ダム

吉野川分水

西吉野頭首工

藤崎頭首工

岩出頭首工

紀
の
川
用
水

還元水
還元水還元水

還元水

諸井堰

貴
志
川

大
和
丹
生
川

還元水 小田頭首工

山田ダム

新宮川水系より分水

紀の川

大和川

大滝ダム

上工水

上工水

紀の川大堰 下渕頭首工

農水

農水

農水

農水

農水

農水
上水

紀伊平野
猿谷ダム

新宮川水系
（熊野川）

大迫ダム

津風呂ダム

吉野川分水

西吉野頭首工

藤崎頭首工

岩出頭首工

紀
の
川
用
水

還元水
還元水還元水

還元水

諸井堰

貴
志
川

大
和
丹
生
川

還元水 小田頭首工

山田ダム

新宮川水系より分水

紀の川

大和川

大滝ダム

上工水

上工水

紀の川大堰 下渕頭首工

農水

農水

農水

農水

農水

農水
上水

 

農業用水
47.2m3/s(79.4%)

工業用水
6.1m3/s(10.3%)

水道用水
6.0m3/s(10.1%)

その他
0.1m3/s(0.2%)

▲ 紀の川の用途別水利用状況 
   （平成23年3月時点） 

▲ 利水概要図 

現状と課題 

  農業用水や水道用水の
現状は、紀の川流域以外
の地域も含めて、約200万
人の人々の暮らしを支えて
います。 
  紀の川は、最大流量と最
小流量の差が大きく、流況
の不安定な河川です。 

  近年、降雨量の年較差が広がる傾向にあり、渇
水がたびたび起きています。特に平成６年には記
録的な渇水に見舞われ、取水制限や断水、農作物
への被害、プールの閉鎖などが発生しました。また、
川に水が流れていない瀬切れが発生し、水生生物
の生息域を損なうといった問題が発生しています。 

 

▲ 岩出橋付近の瀬切れ（平成６年８月） 

●渇水の状況 
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利水 

奈良県 （農）

9.91

藤崎

船戸

新宮川水系
（熊野川）

下渕頭首工【農】

【農】

（農）

5.81

西吉野頭首工

【農】

【農】
【農】

津風呂ダム【農】 大滝ダム【国】

紀の川大堰【国】

（農）

7.21

（農）

15.76

（農）

2.64

（農）

7.55

橋本市 （上）

0.316

紀の川市 （上）

0.024

紀の川市 （上）

0.0188

和歌山市 （上）

2.673

海南市 （上）

0.255

五條市 （上）

0.187

流域外へ

流域外より

貴志川

凡　　例

：

：ダム（建設）
：堰（既設）

（工） ： 工業用水
（上） ： 上　　水

： 農業用水
： 基 準 点
：国土交通省
：農水省所轄

数値：取水量

紀伊丹生川

大和丹生川

奈良県（ 上）

2.570

和歌山市 （工）

4.820

和歌山県 （工）

1.273

（農）

1.793

諸井堰

（農）

1.300

一の木ダム

【 農 】

（農）

0.696

奈良県（農）
9.40

下渕

小田 猿谷ダム【国】

【農】

小田頭首工
【農】【農】

藤崎頭首工

岩出頭首工
【農】【農】

5.078

【農】 大滝ダム【国】

大迫ダム 農】【

(農)
6.713

（農）
14.306

（農）
0.942

(農)
7.224

橋本市（上）
0.313

紀の川市(上）
0.024

紀の川市（上）
0.0188

和歌山市（上）
2.673

海南市（上）
0.255

五條市（上）
0.168

：ダム（既設）

（工）

（上） ：

（農）農）

【国】【国】

【農】【農】
(m3/s)(m /s)

奈良県（上）
2.570

和歌山市（工）
4.820

和歌山県（工）
1.273

山田ダム
1.742

1.018

（農）

（農）

（農）

（農）

0.696

▲ 紀の川水系の水利用の状況 　　

●水循環実態調査 

  河川管理者、利水者、下水道管理者が一体となって
農業用水の取排水、上工水の取水、発電の取水・放
流状況、下水道処理水の放流状況と河川流量との関
係などの水循環実態調査を実施します。 

●渇水時の効果的な水運用 

  渇水時に備え、平常時から水位、流量、取水状況を一元的に
把握し、河川管理者、利水者など関係者相互で情報共有を行う
ことができる体制の構築を図ります。瀬切れを解消するため、
水循環特性を踏まえつつ関係機関と調整を図ります。 

  

実施 

  光ファイバーネットワークを活用して、映像情報や水文、ダム
情報をリアルタイムに収集し、インターネットなどの手段により
利水者や住民に対して日常的に河川情報を提供します。渇水
時には、流域の降雨状況やダム貯水状況を公表し、住民に周
知、異常渇水に対する備えと節水意識の高揚を図ります。 

●日常的な河川情報の提供 

日常的な河川情報の
収集・提供
日常的な河川情報の
収集・提供

河川監視カメラ（CCTV)

迅速かつ大量の情報収集･情報処理
（水文状況、水質状況ﾀﾞﾑ貯水状況)

・利水者への提供
・一般住民への提供

河川監視カメラ（CCTV)

迅速かつ大量の情報収集･情報処理
（水文状況、水質状況ﾀﾞﾑ貯水状況)

・利水者への提供
・一般住民への提供

雨量観測所

水位観測所

】
国土交通省

雨量観測所

水位観測所

】

【 手段
インターネット
携帯用情報端末など

【 手段】
インターネット
携帯用情報端末など

国土交通省

▲ 日常的な河川情報の提供 　　
▲ 日常的な河川情報の提供方法 ▲ 紀の川水系の水利用の状況 
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河川環境 

●動植物の生息・生育・繁殖の場 

  河口域には、環境省の重要湿地に指定されている干潟
が存在し、多様な生物の生息・生育・繁殖の場となってい
ます。底生動物では、シオマネキやタイワンヒライソモドキ
等の重要種が見られます。 
   
  中下流部には、連続的な瀬と淵が形成されています。
また、安定した砂州では、樹木が拡大しています。魚類で
は、アブラハヤやズナガニゴイ等の重要種が見られます。 
 
  上流部には、河床材料は岩で構成され、渓流区間が連
続しています。鳥類では、イヌワシやオオタカ等の猛禽類
が生息しています。 

  有本川については、平成12年度から導水した結果、環境 
基準を満足しています。 
  大門川について、下水道整備などにより改善されてきて 
いるものの環境基準を満していない状況です。 
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有本川
①若宮橋（-）

大門川
②伊勢橋（C類型)

真田堀川
③甫斉橋（C類型)

市堀川
④住吉橋（C類型)

和歌川
⑤海草橋（B類型)

B類型
（3.0以下）

C類型
（5.0以下）

有本川・大門川
慢性的な水質汚濁

有
本
川
導
水
開
始
→

 

▲ 河口干潟（左岸 6.0k付近） 
▲ 和歌山市内河川における水質 

（BOD75％値）の経年変化 

現状と課題 
●生物移動の連続性 

  紀の川の国管理区間には、樋門・樋管等や支川合流部に 
落差があり、本支川間の生物の移動に支障となっている。 

●水環境 

実施 

 ●河川環境のモニタリング 

  紀の川の特徴的な動植物の生
息・生育・繁殖の場となっている汽
水域、干潟、ワンド、たまり、瀬、淵、
ヨシ原等の自然環境を保全するた
め、環境モニタリングを実施します。 

 ●生物移動の連続性 

  本支川間の生物の移動に支障の
ある箇所について、移動阻害の実
態を調査した上で、関係機関と連携
しつつ、落差の解消に取り組む。 

 ●水環境 

  紀の川本川では、水質事故発生時の迅速な対
応、水質状況の日常的な把握、住民への水質情
報の積極的な公表などにより水質の改善を目指
します。また、水質環境基準が満足していない大
門川への導水を効率的・効果的な方法を検討し、
関係機関と調整・協議の上実施します。 
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●河川の適正な利用 

  近年、水と緑の貴重な空間として河川空間が注目され、
スポーツやレクリエーションに広く利用されています。 
  一方で、水面利用では、水上オートバイ等による騒音の
苦情や排気ガスに含まれる物質が水道原水に影響するこ
とを心配する声があがっています。 

●不法行為の是正 

   

  プレジャーボートや漁船の不法係留が存在し、収容施設
の整備を含めた対策が課題となっています。 

河川環境 

▲ レクリエーション利用状況（いわで夏祭り）▲ 不法係留の状況（3.6k付近）▲ レクリェーション利用状況（いわで夏祭り） 

▲ 不法係留の状況（3.6k付近） 

現状と課題 

▲ レクリエーション利用状況（いわで夏祭り）▲ 不法係留の状況（3.6k付近）

実施 

●河川空間の適正な利用 
  水上バイク、プレジャーボートなどの水面の適正利用を
維持するために、自治体 や警察と協議したうえで啓発看
板を設置し安全で安心できる河川空間の適正な利用に努
めます。 

▲ 迷惑防止看板の設置 

●多くの人が利用しやすい河川 

  緩勾配の坂路や手すり付きの階段などのバリアフリー
化を進めアクセス改善に努めます。 

 

▲ 手すり付きの階段 

●不法行為の是正 

  不法係留については、和歌山県や港湾管理者と連携
して是正を図ります。 
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▲ 樋門の維持管理

▲ 堤防の除草状況

  塗装や機械の分解修理などの定期的な点検・整備によ
り状態を評価し、適切な維持修繕を実施します。 

  堤防天端及び堤防法面の損傷は放置すると亀裂や法
崩れなどの重大な被災の原因となるおそれがあることか
ら補修を行います。 

  堤防の強度を保持し、降雨及び流水による侵食や法崩
れなどの発生を防止するため、草丈が高く根が深い有害
な雑草が定着しないよう必要な除草を行います。 

●堤防、護岸の管理 
  堤防は、延長が極めて長い線的構造物であり、一箇所
で決壊した場合であっても、一連区間全体の治水機能を
失ってしまうという性格を有しています。 
  また、原則として土で作られ、過去幾度にもわたって築
造・補修され現在に至っているという歴史的経験があり、
材料が統一されていないという性格も有しています。 

●樋門・樋管などの河川管理施設の管理 

  紀の川の国管理区間には約120箇所の樋門・樋管など
があり、これらのうち約6割の施設は1970年以前に設置さ
れていることから、40年以上を経過し、老朽化が進行して
います。 

維持管理 

▲ 堤防の除草状況 

▲ 樋門の維持管理 

現状と課題 実施 

●樋門・樋管などの河川管理施設の管理 

●堤防・護岸 

▲ 樋門の維持管理

▲ 堤防の除草状況

●除草 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

設置年度

箇
所

数

1970年

　40年以上経過

1960年 1980年 1990年 2000年 2010年

 

▲ 紀の川の樋門・樋管等の設置数 
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●河道内樹木 

  河道内の樹木は、洪水の流下能力の低下、堤防の損傷、
流木の発生の原因となっています。 
  また、樹木群が土砂の堆積を促進し、河積を狭めてしまう
場合があります。 

  河川利用によるごみや投棄による大型ごみのほか、洪
水後には上流より漂着した大量の塵芥が水面や水際部な
どに散在します。 

維持管理 

 

▲ 不法投棄 

現状と課題 実施 

●河道内樹木 

  河道内樹木については、適切に樹木の伐開などの維持
管理を行います。なお、リサイクル及びコスト縮減の観点か
ら、地域や関係機関による伐採の有効利用が促進される
よう取り組みます。 

●塵芥などの処理 

  適正な河川管理施設の管理及び河川の利用・環境保全
のため、塵芥処理を実施します。 
  河川環境を維持するため、地域住民や住民団体が行う
美化・清掃活動を継続的に支援実施します。 

▲ 地域住民との美化・清掃活動の様子▲ 地域住民との美化・清掃活動の様子 

  モラルの欠如による廃棄車両や家電用品等の不法投
棄が見受けられる。 

●不法投棄 

▲ 不法投棄▲ 河道内樹木の状況（麻生津橋下流 30.0k付近）▲ 河道内樹木の状況 

●塵芥などの処理 

  河川巡視を継続し、不法投棄の監視・防止に努めます。 
また、河川監視カメラ（ＣＣＴＶ）等を用いて、効果的・効率的
な河川の状態把握に努めます。 

●不法投棄の防止対策 

 

▲ 河川巡視の様子 



21 ▲ 紀の川大堰警報局及び電光掲示板 ▲ 網場設置の様子（大滝ダム）

  放流前にパトロール、サイレン、電光表示板で、河川
利用者に対して注意を呼びかけるとともに関係自治体・
警察・消防に放流情報を提供します。 

●流木対策 

  大滝ダムの貯水池に設置した網場により、流木の
集積・撤去を行うとともに集積した流木の有効活用を
図ります。 

維持管理 

実施 

  ダムや堰下流の河川内にはキャンプ・釣り・ボート等に利用されていることから、ダムの放流や洪水時には関係機関と連携し、
情報提供を行います。 
  また、流木や塵芥対策のための網場を貯水池内に設置しています。 

●ダム、堰の管理 

現状と課題 

●放流警報、情報提供 

▲ 紀の川大堰警報局及び電光掲示板 ▲ 大滝ダムの網場の様子 
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進捗点検に関する河川整備計画の記述 

<紀の川水系河川整備計画 P40より抜粋>   
進捗点検 
 本計画の内容については、Plan（計画）、Do（実施）、Check 
 （点検・評価）、Action（処置・改善）のサイクルを考慮し、 
 随時、進捗状況を点検して、必要に応じて見直しを行う。 

Plan 
（計画） 

Check 
（点検・評価） 

Do 
（実施） 

Action 
（処置・改善） 

PDCAサイクルとは、 
Plan（計画）→Do
（実施）→Check
（点検・評価）
→Action（処理・改
善）を繰り返しなが
ら、計画の継続的な
改善を図る進行管理
の手法で、流域懇談
会にご意見をお伺い
するのは、Check
（点検・評価）に対
してです。 

 紀の川河川整備計画は、概ね30年間の具体的な河川整備に関する事項を
定めたものであり、流域の社会情勢の変化や地域の意向、河川整備の進捗状
況や進捗の見通し等を適切に反映できるよう、適宜その内容について点検を
行い、必要に応じて変更します。 

PDCAサイクル 
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進捗点検の進め方 

 流域懇談会への意見聴取は、３年毎を１サイクルとして、過去３年毎の進捗点検の 

 結果をとりまとめ、委員の方々からご意見を伺い、次年度以降の個別の事業の中で 

 反映する。 

 河川管理者は進捗の点検結果について、毎年度、報告書としてとりまとめていく。 

 流域懇談会に状況報告を実施。また、必要に応じて、現地での個別事業の進捗状況 

 について説明。 

【毎年度の進捗点検】 

【３年毎の進捗点検】 

１サイクル 

※３年ごとに過去の進捗点検結果をとりまとめ、流域懇談会のご意見を伺うとともに、「近畿地方整備局事業評価監
視委員会」において事業評価を実施する。 

第2四半期 第3四半期 第4四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

河川管理者

昨年度の進捗
状況の点検結
果を報告書に
とりまとめ、
ホームページ
で公表

昨年度の進捗
状況の点検結
果を報告書に
とりまとめ、
ホームページ
で公表

昨年度の進捗
状況の点検結
果と過去３年分
の進捗状況の
点検結果をとり
まとめ、ホーム
ページで公表

紀の川流域
懇談会

点検結果を報告 点検結果を報告

事業の施策や
進捗状況の点
検結果について
意見を述べてい
ただく

第1四半期 第1四半期

２年目　（毎年度の進捗点検） ３年目　（３年毎の進捗点検）

第1四半期

現地視察

（事業の実施状況を視察）
※必要に応じて実施

現地視察

（事業の実施状況を視察）
※必要に応じて実施

現地視察

（事業の実施状況を視察）
※必要に応じて実施

１年目　（毎年度の進捗点検）

紀
の
川
水
系
河
川
整
備
計
画
策
定

　
　
　

（
平
成
　
年
　
月
5
日

）

24

12
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進捗点検に関する報告書の構成（案） 

※まとめに関しては、河川管理者が自ら実施する事業の進捗点検は、目標の達成度を点検するため、できる限り
それらを数値化して評価できるように努める。この際、効率化の観点からできる限り新たな調査は行わず、河川水
辺の国勢調査や定期縦横断など定期的に行っている調査結果や観測データ等を最大限活用する。 

 

紀の川水系河川整備計画の進捗状況の点検 

河川整備計画 

における 

｢課題｣ 

｢目標｣ 

｢実施｣ 

について 

（1）河川整備の現状と課題 

 

（2）河川整備の目標に関する事項 

 

（3）河川整備の実施に関する事項 

観点・指標 
毎年の進捗を同じ視点で評価するための「観点」と 
進捗状況ができる限り具体的に示すことができる「指標」を記載する。 

進捗状況 
(効果含む) 

整備箇所や整備状況について、どこでどれだけ整備したかを記載する。 
その際、地図や写真等を使い、分かりやすく表現する。 

まとめ 
昨年度の事業において、どれだけ進捗したかを記載する。 
記載にあたっては、出来る限り、達成度を数値化し、評価できるようにする。 

その他 
 

今後の事業進捗において、河川管理者が把握している課題等について記載 
する。 

河川整備計画の 

本文を記載する。 



進捗点検に関する報告書の構成（記載例） 

5 
※この記載例はイメージ図なので、今後、変更になる場合がある。 

紀の川河川整備計画の進捗状況の点検 

河川整備計

画における 

「課題」 

「目標」 

「実施」 

について 

（1）河川整備の現状と課題（P16） 

兵庫県南部地震の建物の崩壊等による陸上交通の混乱、負傷者の輸送や復旧資材の輸送

に支障をきたした教訓から、河川敷を利用した地震発生時の避難ルート及び救援・災害復

旧資材等の輸送ルートを確保する必要がある。 

このため、和歌山市内外に接続する主要道路、和歌山港、紀の川防災公園を結ぶ、紀の
川河口部から小豆

あ づ

島
しま

までの総延長17.4kmを紀の川緊急用河川敷道路として整備していると
ころであるが、連続的に通行できない区間が1.1kmある。 
 

（2）河川整備の目標に関する事項（P42） 
地震災害発生時の避難用物資及び災害復旧資材の輸送の円滑化を図り、被害の早期復旧

を図る。 
 

（3）河川整備の実施に関する事項（P54） 

左岸(南側)の未整備区間約1.1kmを整備し、紀の川緊急用河川敷道路を完成させる。 

なお、和歌山港からのアクセスについて、港湾管理者と連携することにより、緊急時の
復旧資材等の円滑な輸送の確保に努める。 

 

観点・指標 【観点】 緊急用河川敷道路の整備状況 
【指標】 緊急用河川敷道路の整備延長 

進捗状況 

（2.緊急用

河川敷道路

整備状況） 

平成○○年度の整備状況 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まとめ ・平成○○年度には残延長L=1.1kmのうち、小豆島付近の約0.5kmを整備した。 
・平成△△年度末までに残りの0.6kmを整備する予定。 
 
    右岸 8.6km（完了）/8.6km（全体）×100＝100% 
    左岸 7.7km（完了）+0.5km（○○年度完了）/8.8km（全体）×100＝93.2% 

その他 ○進捗に関する課題と原因・対応策の確認 
・特になし 
 
 

 

達成度： 
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